
令和５年度（第 67 回）岩手県教育研究発表会 

「いわての復興教育 いきる かかわる そなえる」分科会実施要項 

 

１ 趣 旨 

  本県の復興・発展や地域の防災を担う人材を育成するため、学校と家庭・地域が一体となった復

興教育及び防災教育、こころのサポートの在り方について、県内の優れた取組実践や講演により、

「いわての復興教育」の可能性及び今後の方向性についての理解と認識を深める。 

なお、本分科会は、「いわての復興教育推進事業」の取組実践及び「学校安全総合支援事業」の

成果発表会を兼ね、これらの事業の成果を広く普及・啓発する機会とする。 

 

２ 日 時  令和６年２月７日（水） 13：30 ～ 16：45（予定） 

３ 会 場    生涯学習推進センター セミナーホール 

４ 共 催  岩手日報社（予定） 

５ 内 容 

順 時 間 発表者等 

 13:30～13:35(５分) 開会、オリエンテーション 

１ 

13:35 ～13:55 

     (20 分) 

発表・質疑応答 

◆宮古市立宮古小学校     教 諭     三田地 知 子 

「ふるさとの未来を担う『人づくり』の展開」 

 ― 「自分から」かかわり，学びを深める授業づくりを通して ― 

２ 

13:55 ～14:15 

     (20 分） 

発表・質疑応答 

◆一関市立千厩中学校     教 諭   立 花 健 祐 

「自ら考え、主体的に判断し、表現できる生徒の育成」 

― カリキュラム・マネジメントを生かした復興教育の推進を通して ― 

３ 

14:15 ～14:35 

    (20 分) 

発表・質疑応答 

◆岩手大学教育学部教職大学院（盛岡市立黒石野中学校） 

      教 諭   小 野 靖 子 

「いわての復興教育」の再考 

―人材育成及び防災の『警鐘・継承』の視点から― 

 14:35 ～14:45(10 分) 休 憩 

４ 

14:45 ～15:05 

    （20 分） 

発表・質疑応答 

◆宮古商工高等学校      教 諭   立川目 佳 之 

「いわての復興教育推進事業における本校の取組」 

 

５ 

15:05 ～15:25 

    （20 分） 

発表・質疑応答 

◆釜石祥雲支援学校      教 諭   紺 野 葉 子 

「小学部の復興教育の取り組み」 

― 震災学習列車活用スクールの実践をとおして ― 

 15:25～15:35(10 分) 準備・小休憩 

６ 

15:35 ～16:40 

    （65 分） 

対 談 

「学校と地域をつなぐ『いわての復興教育』の可能性（仮）」 

文部科学省 総合教育政策局 男女共同参画共生社会学習・安全課 

安全教育調査官 木下 史子 氏 

岩手県立図書館 館長（前文部科学省 安全教育調査官）森本 晋也 氏 

 16:40～16:45(５分) アンケート、閉会 

 


